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京
都
。長
岡
京
跡

②

所
在
地
　
　
　
一　
一爪
都
市
南
区
久
世
東
土
川
町
金
井
田

・
正
登
、
二

向
日
市
上
植
野
町
池
ノ
尻

。
大
門

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
四
年

（平
６
）
人
月
―

一
九
九
二
年
二
月
、

一
一　
一
九
九
四
年

一
一
月
１

一
九
九
二
年
二
月

発
掘
機
関
　
　
∽
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

調
査
担
当
者
　
一　
一戸
原
和
人

・
岸
岡
貴
英
、
二
　
小
池
　
寛

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
一　

人
世
紀
―

一
八
世
紀
、
二
　
人
世
紀
―

一
四
世
紀
頃

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
左
京
第
三
三
四
次
調
査

一
九
九
四
年
度
の
中
央
自
動

車
道
西
宮
線
関
係
の
工
事
に
伴

う
発
掘
調
査
の
う
ち
、
長
岡
京

跡
左
京
第
三
二
四
次
調
査
で
木

簡
が
出
土
し
た
。
調
査
地
区
名

湘
は
７
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ｋ
Ｎ
１
２
で
、
調

麺
査面積は
一五〇〇♂に及ぶ。

て

新
し
い
長
岡
京
の
推
定
条
坊
復

原
図
で
は
、
左
京
二
条
四
坊
六
町
と
七
町
の
間
の
二
条
条
間
大
路
の
南
北
両
側

溝
が
推
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

発
掘
調
査
の
結
果
、
推
定
ど
お
り
、
二
条
条
間
大
路
南
北
両
側
溝
の
ほ
か
、

掘
立
柱
建
物

（Ｓ
二
≡
一一四
四
七
）、
溝
二
条

（Ｓ
⊇
≡
一一四
〇
八
二
≡
一一四
〇
九
）、

井
戸

一
基

（Ｓ
Ｅ
一二
一一四
〇
七
）、
旧
流
路

一
条

（Ｓ
Ｒ
三
二
四
一
〇
）、
不
明
遺

構

（Ｓ
丞
≡
一一四
四
こ

が
検
出
さ
れ
た
。

二
条
条
間
大
路
北
側
溝

（Ｓ
⊇
≡
一一四
四

じ
は
、
調
査
区
の
南
側
で
検
出
さ

れ
た
。
検
出
長
約
四

・
五
ｍ
、
深
さ
約
○

・
六
ｍ
、
幅

一
・
五
―

一
・
七
ｍ
の

規
模
を
も
っ
て
い
る
。

二
条
条
間
大
路
南
側
溝

（Ｓ
⊇
≡
一一四
四
四
）
も
、
調
査
区
の
南
側
で
検
出
さ

れ
た
。
検
出
長
約
四

・
五
ｍ
、
深
さ
約
○

・
六
ｍ
、
幅

一
・
三
―

一
・
六
ｍ
を

測
る
。
埋
土
中
か
ら
、
土
器
片
数
点
が
出
上
し
て
い
る
。
北
側
溝
と
こ
の
南
側

溝
の
溝
心
々
間
距
離
は
、
二
四

・
二
ｍ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
二
条
条
間
大
路

は
、
人
丈
の
規
模
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

溝
Ｓ
Ｄ
三
三
四
〇
九
は
、
二
条
条
間
大
路
北
側
溝
と
は
切
り
合
い
関
係
を
持

っ
て
い
な
い
が
、
溝
自
体
は
こ
の
側
溝
か
ら
北
東
方
向
に
の
び
て
お
り
、
検
出

長
約

一
六
ｍ
、
幅
約
三

・
Ｏ
ｍ
、
深
さ
〇

・
三
ｍ
の
規
模
を
持
つ
。
埋
土
は
大

き
ぐ
三
層
に
分
か
れ
る
。
完
形
の
木
簡

一
点
が
中
層
の
最
上
部
か
ら
出
土
し
て

お
り
、
こ
の
溝
が
ほ
と
ん
ど
埋
ま
っ
た
状
態
の
と
こ
ろ
で
検
出
さ
れ
た
。
そ
の

他
、
中
層
か
ら
は
、
木
簡
以
外
に
、
曲
物
な
ど
の
木
製
品
や
、
土
馬

・
人
形
と

い
っ
た
祭
祀
関
連
遺
物
、
下
層
か
ら
は
土
師
器

・
須
恵
器
な
ど
の
上
器
類
が
出



土
し
て
い
る
。
ま
た
、
溝
内
に
は
ニ
ー
三
条
の
杭
列
が
走
っ
て
お
り
、
こ
の
溝

の
し
が
ら
み
状
の
護
岸
施
設
と
み
ら
れ
る
。

不
明
遺
構
Ｓ
Ｘ
三
三
四
四

一
は
、
溝
Ｓ
Ｄ
三
三
四
〇
九
が
三
条
条
間
大
路
北

側
溝
と
合
流
す
る
地
点
の
底
面
で
検
出
し
た
不
整
形
な
落
ち
込
み
で
あ
る
。
底

面
に
は
玉
石
が
散
乱
し
、
上
面
で
は
獣
骨

（馬
の
頭
骨
）
や
長
岡
京
期
の
須
恵

器
片

・
土
師
器
片
が
検
出
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
、
こ
の
側
溝
で
漠
神

と
関
係
あ
る
何
ら
か
の
祭
祀
的
な
行
為
が
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

井
戸
Ｓ
Ｅ
三
三
四
〇
七
は
、
長
岡
京
期
に
は
す
で
に
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ

る
井
戸
で
、
埋
土
か
ら
出
土
す
る
土
器
の
年
代
観
に
よ
れ
ば
、
埋
め
ら
れ
た
の

は
平
安
時
代
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一　
左
京
第
三
工
三
次
調
査

こ
の
調
査
は
、
京
都
府
土
木
建
築
部
が
計
画
す
る
府
営
上
植
野
団
地
の
建
設

に
先
立
ち
実
施
し
た
。
調
査
地
の
地
区
名
は
７
Ａ
Ｎ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
１
２
と
７
Ａ
Ｎ
Ｆ

Ｄ
Ｎ
に
ま
た
が
り
、
調
査
面
積
は
約

一
七
二
〇
ポ
に
達
す
る
。
新
し
い
長
岡
京

の
条
坊
復
原
図
で
は
、
左
京
四
条

一
坊
十
町

。
十
二
町

・
十
五
町
に
あ
た
り
、

東

一
坊
坊
間
東
小
路
や
四
条
条
間
小
路
が
推
定
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
東

一
坊
坊
間
東
小
路
の
東
西
両
側
溝
、
四
条
条
間
小
路
の
南

北
両
側
溝
、
流
路
上
の
落
ち
込
み
が
見
つ
か
っ
た
。

東

一
坊
坊
間
東
小
路
東
側
溝

（Ｓ
Ｄ
一一五
三
一
四
）
は
残
存
幅
約

一
。
二
ｍ
、

深
さ
○

・
三
―
○

。
三
ｍ
、
西
側
溝

（Ｓ
⊇
一一三
二
三

一
は
最
大
幅
約

一
・

五
ｍ
、
深
さ
約
Ｏ

・
一
ｍ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
傾
斜
は
緩
や
か
で
あ

る
も
の
の
、
南
流
し
て
い
る
。
こ
の
両
側
溝
の
心
々
間
距
離
か
ら
、
東

一
坊
東

小
路
の
幅
は
約
九
ｍ
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
四
条
条
間
小
路
の
北
側
溝

（Ｓ

Ｄ
三
≡
一三
九
）
は
幅
約

一
。
一
ｍ
、
深
さ
約
○

・
一
ｍ
、
南
側
溝

（Ｓ
⊇
一五

〓
二
人
）
は
幅

一
。
一
ｍ
、
深
さ
○

。
ニ
ー
○

。
三
ｍ
を
そ
れ
ぞ
れ
測
る
。
四

条
条
間
小
路
の
幅
は
約
七

。
人
ｍ
で
あ
る
。

今
回
の
調
査
で
は
、
特
に
池
状
の
落
ち
込
み

（Ｓ
丞
一一三
一一〇
上０

が
注
意
さ

れ
る
。
こ
の
遺
構
は
、
設
定
し
た
ト
レ
ン
チ
の
屈
曲
部
で
確
認
さ
れ
て
お
り
、

最
下
層
で
暗
茶
褐
色
の
粘
土
が
幅
約

一
五
ｍ
に
わ
た
っ
て
二
〇
印
程
度
の
厚
さ

で
堆
積
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
の
粘
土
層
か
ら
は
多
く
の
遺
物

・
植

物
遺
体
が
出
上
し
て
い
る
。
主
と
し
て
、
こ
の
流
路
の
周
囲
に
繁
っ
て
い
た
樹

木
の
枝
や
葉
、
松
の
実
を
は
じ
め
、
土
器
類
や
瓦
な
ど
が
大
量
に
あ
る
。
こ
の

上
器
類
に
は
、
長
岡
京
期
だ
け
で
な
く
、
平
安
時
代
の
も
の
も
含
ん
で
い
た
。

木
簡
は
、
こ
れ
ら
の
土
器
類
と
と
も
に
出
土
し
た
加
工
木
製
品
に
混
じ
っ
て
出

土
し
た
。
し
か
も
、
同
時
に
漆
製
品
な
ど
の
調
度
品
や
漁
具
も
出
土
し
て
お
り
、

こ
の
近
辺
に
何
ら
か
の
作
業
場
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
こ
の
粘

土
層
の
直
上
で
、
礫
な
ど
を
充
填
し
た
整
地
層
を
確
認
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
別
の
落
ち
込
み
遺
構

（Ｓ
丞
一五
三
一
七
）
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。

こ
の
落
ち
込
み
内
に
は
、
主
軸
線
に
沿
っ
て
六
列
の
杭
が
打
ち
込
ま
れ
て
お
り
、

護
岸
を
目
的
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
土
師

器

・
須
恵
器

・
灰
釉
陶
器

・
緑
釉
陶
器
な
ど
の
土
器
類
や
、
下
駄

・
箸

・
調
度

品

。
檜
皮
な
ど
の
木
製
品
、
吉
志
部
瓦
窯
産
の
瓦
類
な
ど
が
出
土
し
た
。
こ
れ



1994年出上の木簡

ら
の
遺
物
か
ら
み
て
、
こ
の
遺
構
は
平
安
時
代
前
期
に
比
定
さ
れ
る
。

８
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
左
京
第
三
三
四
次
調
査

①
　
。
「九
月
九
日
□
米
国
二
升
里
米
三
升

『
四
日
出
米
事
ヒ

。
「　　　　　　　　［日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

∞
ｏ
ｏ
×
］
ω
×
∞
　
　
ｏ
Ｐ
岸

こ
の
木
簡
は
、
短
冊
形
で
、
い
わ
ゆ
る
文
書
様
木
簡
に
分
類
し
て
よ
い
も
の

で
あ
る
。
内
容
は
、
米
の
出
納
に
関
す
る
も
の
で
、
九
日
に
必
要
な
米
を
四
日

に
出
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
書
か
れ
た

「里
米
」
は
、
あ
る
い

は

「黒
米
」
（玄
米
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
四
日
出
米
事
」
は
、
別

筆
で
書
か
れ
て
お
り
、
何
ら
か
の
出
納
帳
簿
の
原
資
料
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ

之つ
。と

こ
ろ
で
、
九
月
九
日
は
重
陽
節
の
日
で
、
菊
花
宴
が
開
か
れ
る
日
で
あ
る
。

こ
の
日
に
宴
を
設
け
る
こ
と
は
、
す
で
に

『
日
本
書
紀
』
天
武

一
四
年
（六
八

五
）
九
月
壬
子
条
に

「天
皇
宴
二
子
旧
宮
安
殿
之
庭
こ

と
あ
る
よ
う
に
、
七
世

紀
後
半
の
段
階
か
ら
確
認
で
き
る
が
、
の
ち
に
、
天
武
天
皇
の
国
忌
と
重
な
っ

た
た
め
、
大
宝
二
年

（七
〇
一
じ
十
二
月
に
停
止
さ
れ
、
養
老
雑
令
４０
諸
節
日

条
の
規
定
で
も
九
月
九
日
は
節
日
で
は
な
い
。
天
武
の
国
忌
は
廷
暦

一
〇
年

（七
九
一
）
に
廃
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
山
中
裕
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

重
陽
節
が
節
会
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
天
長
八
年

（仝
二
こ

に
節
日
と
な
っ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
重
陽
宴
、
菊
花
宴
と
は

い
っ
て
も
宴
に
す
ぎ
な
か

っ
た

（山
中
裕

『平
安
朝
の
年
中
行
事
』
塙
選
書
）。

『類
衆
国
史
』
巻
七
四
歳
時
五
、
弘
仁
五
年

（八
一
四
）
三
月
幸
亥
条
に
載
せ

る
藤
原
園
人
の
上
奏
に
は
、
九
月
九
日
は

「不
７入
二節
会
之
例
こ

と
あ
り
、

弘
仁
年
間
ま
で
は
節
日
と
は
意
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
木
簡
は
、
年
紀
が
な
い
も
の
の
、
出
土
層
位
か
ら
考
え
て
、
長
岡
京
の

時
期
か
ら
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
た
っ
て
い
な
い
頃
と
み
ら
れ
る
の
で
、
九
月
九
日

が
ま
だ
節
会
と
は
な
っ
て
い
な
い
段
階
の
本
簡
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、

す
で
に
菊
花
宴
が
行
な
わ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
宴
に
関
係
す
る
米
の
支

出
が
行
な
わ
れ
て
も
よ
い
。
例
え
ば
、
節
会
と
し
て
成
立
し
た
段
階
の
史
料
で

は
あ
る
が
、
『延
喜
式
』
に
節
料
と
し
て
大
膳
職
や
内
膳
司
が
用
意
す
る
米
が

見
え
る
。
そ
こ
に
は

「黒
米
」
は
見
え
な
い
が
、
米
や
襦
稲
、
精
精
な
ど
が
見

え
て
い
る
。
こ
れ
ら
節
料
の
米
に
関
す
る
史
料
か
ら
み
れ
ば
、
和
歌
森
太
郎
氏

の
指
摘
す
る

「収
穫
の
喜
び
」
に
由
来
し
た
行
事
に
、
中
国
的
な
長
寿
を
祈
念

す
る
重
陽
節
が
重
な
っ
た
と
す
る
説

（和
歌
森
太
郎

『年
中
行
事
』
日
本
歴
史
新

書
）
が
妥
当
な
よ
う
で
あ
る
。

一
一　
第
三
五
三
次
調
査



［繭
功
］

山
□

［大
ヵ
］

□

含
μ
ｏ
）
×

（
牌
∞
）
×
ヽ
　
ｏ
∞
〕

含
ｏ
∞
）
×

（
牌
⇔
）
×
ヽ
　
ｏ
∞
牌

両
者
と
も
折
損
が
著
し
く
、
文
字
は
ほ
と
ん
ど
判
読
で
き
な
い
。
ω
で
は
、

一
字
目
が

「山
」
と
読
め
る
ほ
か
は
、
二
年
目
が

「繭
」
の
可
能
性
が
あ
る
程

度
で
あ
る
。
②
の
方
は
、
右
側
の
約
三
分
の

一
程
度
が
割
れ
て
い
る
よ
う
で
、

文
字
の
判
読
は
で
き
な
か
っ
た
。
と
も
に
、
裏
面
に
は
文
字
は
な
い
が
、
②
の

裏
面
は
削
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、
釈
文
の
確
定
な
ど
に
あ
た
っ
て
は
、
①
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
山
中
章
氏
、
向
日
市
教
育
委
員
会
清
水
み
き
氏
の
ご
助
力
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

戸
原
和
人

「長
岡
京
跡
左
京
南

一
条
三
坊
十
三
町
の
宅
地
」
３
京
都
府
埋
蔵

文
化
財
情
報
』
第
五
人
号
　
一
九
九
五
年
）

小
池
　
寛

「長
岡
京
跡
左
京
第
三
五
三
次
」
翁
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
情
報
』
第

五
七
号
　
一
九
九
五
年
）

（一一一　梓脚一貝数
一豊肺　繭）

木

簡

研

究

第

三

号

早
川
　
庄
八

一
九
九
二
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
京
跡
　
平
城
京
左
京
三
条
三
坊
三
坪
　
平
城
京
右
京
三
条
二
坊
三

坪
　
藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
右
京
五
条
四
坊
　
丹
切
遺
跡
　
長
岡
京
跡
ω
　
長
岡

京
跡
②
　
中
海
道
遺
跡
　
勝
龍
寺
遺
跡
　
平
安
京
跡

・
旧
二
条
城
跡
　
鳥
羽
離

宮
跡
　
大
坂
城
跡
　
大
坂
城
下
町
跡
　
喜
連
東
遺
跡
　
平
野
環
濠
都
市
遺
跡

植
附
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡

（内
田
地
区
）

鴨
田
遺
跡
　
エハ
大
Ｂ
遺
跡
　
安
養
寺

跡
　
宮
の
西
遺
跡
　
赤
堀
城
跡
　
梶
子
遺
跡
　
城
之
内
遺
跡
　
一
一本
柳
遺
跡

二
之
宮
宮
東
遺
跡
　
安
養
寺
森
西
遺
跡
　
世
良
田
諏
訪
下
遺
跡
　
小
茶
円
遺
跡

番
匠
地
遺
跡
　
瑞
巌
寺
境
内
遺
跡
　
八
幡
林
遺
跡
　
綾
ノ
前
遺
跡
　
馬
場
天
神

腰
遺
跡
　
乾
遺
跡
　
宮
永
ほ
じ
川
遺
跡
　
北
高
木
遺
跡
　
山
崎
遺
跡
　
中
島
田

遺
跡
　
久
米
窪
田
森
元
遺
跡
　
観
世
音
寺
跡

（南
門
跡
）
　

脇
道
遺
跡
　
城
原

三
本
谷
南
遺
跡
　
妻
北
小
学
校
敷
地
内
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
五
）

一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡

（第
九
次
）
　

長
岡
宮
跡

（宮
第
三

一
・
三
三
次
）
　

草

戸
千
軒
町
遺
跡

（第
五

・
六

・
八
次
）

国

・
郡
の
行
政
と
木
簡

―

「回
府
跡
」
出
土
木
簡
の
検
討
を
中
心
と
し
て
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
友
康

京
都
府
相
楽
郡
木
津
町
鹿
背
山
郷
蔵
の
俵
上
札
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
淳

一
郎

彙
報

頒
価
　
四
五
〇
〇
円
　
送
料
五
〇
〇
円




